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交通安全対策である交通取締りについて，さらなる交通事故抑止のために全国の警察署で，交通取締りに

関するPDSAサイクルが実施されている．このように，事故実態に対応する交通取締りが推進されているが，

交通事故と交通取締りの時系列関係については不明瞭な点が残されている．そこで本研究は，北海道を対象

に，交通事故と交通取締りについて相関分析や時系列分析を実施した．その結果，交通事故と交通取締りの

間には相互に影響する 2つの時系列関係が存在していることが明らかになった．また，その時系列関係は違反

項目や地域により複雑に異なっていることが分かった． 
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1. はじめに 

 

交通安全のため，国をあげての取り組みが行われてき

た結果，我が国の2016年の交通事故死者数は3,904人と，

ピークである1970年の16,765人と比べ4分の1以下に減少

している1)． 交通事故発生件数についても，2004年にピ

ーク値の952,720件を記録して以来，減少傾向が続いてお

り，2016年では499,201件となっている．一方で，死者数

の下げ止まりや高齢者事故の増加などの課題も見られる

ことから，今後も更なる事故対策が必要とされている2)．  

その中で，全国的な交通安全対策として交通取締りが

あげられる．この交通取締りは，より交通事故の実態に

即したものとするため，交通取締りに関するPDSAサイ

クルに基づき実施されており，2011年からは交通指導取

締り管理簿も導入された．しかし，交通事故と交通取締

りの時系列関係はこれまで十分に整理されていない．そ

こで本研究は，北海道を対象に，交通事故と交通取締り

における相関関係や時系列関係の把握を試みる． 

 

2. 本研究について 

 

(1)  本研究の位置づけ 

交通事故と交通取締りの関係性については，以下のよ

うな既存研究があげられ，交通取締りによる交通事故抑

制効果などが明らかとされている．まず，荻田ら3)は，

飲酒運転取締りに飲酒運転を原因とした事故の抑止効果

があることを示した．石村ら4)は，交通取締りは安全運

転に寄与する一方，多くのドライバーは違反行為を軽視

することを明らかにした．またOei5)は，交通取締りは交

通事故減少効果があるが，効果の発現には一定以上の取

締り頻度が必要であり，かつ取締り頻度が増えすぎると

次第にそれ以上の事故減少効果がなくなることを示した． 

これらの既存研究では，交通事故と交通取締りの相関

によって関係性を評価している．一方で，実際の交通取

締りは，PDSAサイクルによって実態分析などの段階を

踏まえた上で実施されており，交通事故の発生状況も交

通取締りの計画および実施に影響を与えていると考えら

れる．しかし，こうした時系列的な観点から交通事故と

交通取締りの関係性を分析した研究や，交通取締りに関

するPDSAサイクルの実施による有意性を検証した研究

は見られない．そこで本研究では，このPDSAサイクル

に基づく交通取締りと交通事故の時系列関係を分析する． 

 

(2) 語句の定義 

①交通違反検挙件数 

道路交通法に基づく違反検挙件数を指す． 

②交通取締り計画および交通指導取締り管理簿 

PDSAサイクルにより，分析や組織的な検討を踏まえ

て策定されるものが交通取締り計画である6)．これに

基づく具体的な文書が，交通指導取締り管理簿である． 

  

図-1 交通取締りに関するPDSAサイクル 
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(3) 分析の概要 

交通取締りに関するPDSAサイクルに基づき，実態分

析や組織的な検討を踏まえた取締り計画の立案が，実際

の交通取締りに先立ち行われている．このことから交通

事故と交通取締りについて，2つの時系列関係が考えら

れる．一つは，交通違反検挙件数の増加により交通事故

件数が減少する「抑制関係」，もう一つは，交通事故件

数の増加を受けて交通違反検挙を強化することにより交

通事故件数の増加を抑える「対応関係」である． 

この交通事故と交通取締りの関係性を図-2に示す．交

通違反検挙件数(D)と交通事故件数(S)の単純相関をとる

と，相関係数が正負に変動するが，「抑制関係」と「対

応関係」の両者の関係性は相関関係では把握できない．

そこで本研究では，まず交通事故と交通取締りの相関分

析を行う．そして，そのうち高い相関が得られた組み合

わせに着目し，時系列分析により両者の交差相関を求め

ることでこの2つの時系列関係について検証を行う． 

 

図-2 交通事故と交通取締りの関係性の概念図 

 

(4) 使用データについて 

本研究では，通過交通による影響が少なく，地域比較

も容易であることから北海道を対象地域とする．また分

析には，北海道警察より借用した2009年から2013年の5

年間における，交通事故発生件数および交通違反検挙件

数のデータを使用する．なお，地域比較は北海道警察に

おける分類に則し，以下の5つの方面によって行う． 

① 札幌方面（札幌北署，小樽署，苫小牧署など） 

② 函館方面（函館中央署，木古内署，江差署など） 

③ 旭川方面（旭川中央署，稚内署，富良野署など） 

④ 釧路方面（釧路署，帯広署，中標津署など） 

⑤ 北見方面（北見署，網走署，紋別署など） 

 

 

3. 交通事故と交通取締りの現況把握 

 

交通事故と交通取締りについて，全国の推移や傾向を

図-3に，北海道における推移や傾向を図-4と図-5に示す． 

まず，交通事故に関する全国的な推移は，交通事故死

者数と交通事故発生件数のいずれについてもピーク時と

比べ大きく減少しており，近年においても緩やかではあ

るが減少傾向となっている1)．一方，図-3より交通違反

検挙件数も全国的には緩やかな減少が続いている． 

続いて，図-4より北海道における2009年から2013年の

状況について見ると，交通事故件数は減少傾向が続いて

おり，交通違反検挙件数は緩やかな減少から横ばいの傾

向となっている．このように，北海道における近年の推

移は交通事故と交通取締りのいずれについても，全国的

な傾向と大差は見られない状況となっている． 

一方，図-5より北海道における交通事故と交通違反検

挙件数にはそれぞれ異なる季節性がある．交通事故件数

は冬期の方が多い傾向となっており，交通違反検挙件数

については，夏期をピークに増減する傾向が見られる． 

 

図-3 全国的な交通違反検挙件数の推移 7) 

 

 

図-4 北海道における交通事故および交通取締りの状況 

 

 

図-5 北海道の交通事故と交通違反の季節性(2009～2013年平均) 
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4. 交通事故と交通取締りの相互関係 

 

(1) 分析方法について 

まず，交通事故と交通取締りの季節性から，乗法モデ

ルに基づく季節性の除去および平滑化を行う．次に相関

分析により両者の相関関係を整理し，交差相関分析によ

り両者の時系列関係を整理する．また，交通取締り計画

が基本的に3ヶ月周期で計画されることから，各分析に

おける期間の単位は月，交差相関におけるラグの範囲は

3とした．なお，分析には統計ソフト「SPSS」を用いる． 

 

 (2) 交通事故と交通取締りの相関関係 

相関分析の結果を表-1と表-2に示す．**印は1%有意，

*印は5%有意を指し，それぞれ色付きの文字または背景

とした．また，赤色は正の相関，青色は負の相関を示す． 

表-1より，交通事故件数と項目別交通違反検挙件数は，

正の相関関係を示す傾向の方が強いことが分かる．また，

相関関係の正負は概ね違反項目により異なり，携帯電話

と通行禁止の項目において負の相関関係が見られる．一

方，シートベルト違反のように方面によって関係性が異

なり，正負両方の相関関係が見られる違反項目もある．  

 一方表-2より，交通死亡事故件数と項目別交通違反検

挙件数の相関関係は，事故件数と異なり有意な結果が少

ない．また，異なる点として通行区分違反に正負の関係

が見られることがあげられる．なお，交通事故件数との

相関関係は必ずしも正の相関でないことが分かった．  

 

(3)  交通事故と交通取締りの交差相関 

 表-1と表-2のいずれにおいても高い相関が見られた組

み合わせについて交差相関分析を実施した．そのうち，

北海道全体における携帯電話違反の交差相関を図-6，速

度違反(青切符)の交差相関を図-7に示す．またシートベ

ルト違反について札幌方面における交差相関を図-8，釧

路方面の交差相関を図-9に示す．まず，同地域での比較

として図-6より携帯電話違反取締りに事故の「抑制関係」

が見られるが，図-7より速度違反(青切符)に「対応関係」

となっている．また，同違反項目での比較として図-8と

図-9より，札幌方面で「抑制関係」が見られるが，釧路

方面では「対応関係」となっている．このように，交通

事故と交通取締りの間に2つの時系列関係が見られる一

方，違反項目や地域により傾向が異なることが分かった．  

 

図-6 携帯電話使用等違反件数を先行指標とした 

交通事故件数との交差相関(北海道全体) 

 

図-7 交通事故件数を先行指標とした 

速度超過違反(青切符) 件数との交差相関(北海道全体) 
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表-1 交通事故と交通取締りの違反別相関関係(季節調整値) 

表-2 交通死亡事故と交通取締りの違反別相関関係(季節調整値) 
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図-8 シートベルト違反件数を先行指標とした 

交通事故件数 (札幌方面) 

 

図-9 交通事故件数を先行指標とした 

シートベルト違反件数 (釧路方面) 

 

5. おわりに 

 

本研究では，交通事故と交通取締りの関係性について

相関分析や交差相関分析を行った．その結果，交通死亡

事故件数より交通事故件数の方が，交通取締り検挙件数

との相関関係が強いことが分かった．また，交通事故と

交通取締りには，交通取締りにより事故件数が減少する

という「抑制関係」と，交通事故の増加により交通取締

りを強化して交通事故の増加を抑えるという「対応関係」

の2つの関係性が存在することが分かった．この両者の

関係の概念図を図-10に示す．一方，違反項目によりそ

の関係性は大きく異なり，さらに地域による差異がある

ことも明らかとなった．ただし，交通取締りは日々実施

されており，一月の中でもこれらの関係性は変化してい

ると考えられることから，今後の課題としてより短い期

間例えば週次時系列データを用いた分析があげられる． 

 

図-10 交通事故と交通取締りにおける2つの時系列関係 
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Time Series Relationship Between Traffic Accident And Traffic Enforcement 

 

Takafumi KONO, Akinori MORIMOTO 

 
To further prevent traffic accidents, police departments in Japan are implementing the PDSA-cycle for 

traffic enforcement. As a result, traffic enforcements are diminishing the traffic accidents, but the relation-

ship between traffic accidents and traffic control are still left uncertain. Hence, this research conducted 

correlation analysis and time series analysis on traffic accidents and traffic control in Hokkaido. Here, it 

became evident that there are two distinct relations between the traffic accident and the traffic enforcements. 

Moreover, the two relations were found to be fundamentally different depending on violation type and area. 
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